
令和３年度第１回西脇市障害者地域支援協議会（書面会議 ）  

の結果報告について  

 

１  会議の成立  

  全 15名のうち 13名の委員から書面の提出があり、１名の委員から

電話による意見の表明がありました。過半数以上の出席を満たす結

果となり、会議が成立したことを報告いたします。  

 

２  報告事項  

⑴  障害者基本計画の進捗状況について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【意見】  

○障害のある方の 職場定着支援には 、ライフサイクル に応じて必要な

支援が変わると思 う。最近は地震や 大雨など災害も増 えており、Ｐ 13

の No.104の災害時 要援護者の把握に もあるように、行 政や支援機関、

地区の防災組織が 連携した対応があ れば、企業も安心 して雇用できる

と思う。  

○選挙支援、後見 人問題、ネットワ ーク（ コーディネ ータ ー）、子ど  

も支援、防災犯罪 、移動支援 、共生 型サービス、雇用 促進、居場所づ

くり等々ＣやＤ判 定は ほとんど中心 的課題ばかりであ ることが 残念。  

○Ｄ評価を重点的 に改善しなけれ ば ならない。多くは Ａ・Ｂ評価なの

で、この点は評価 できる。  

【質問等】  

○全体評価で平成 30年度から令和２年度の上半期におい て、Ａ ・Ｂ合

わせて 87.1％になっているが、一部 評価の低いところ は、成年後見人

制度など。理解を 深めること で今後 利用される方が増 えると思う。研

修会や講演会等を 希望 する。  

⇒支援に携わる専 門職に向けた研修 は実施してい ます が、今後は  

広く周知が図れる よう研修会等の内 容を検討していき ます 。  

○障がいのある人 の高齢化は親の心 配のひとつ。 生活 が変わること を

スムーズに受け入 れられない人もあ る。共生型サービ スを進めてほし

い。  

⇒障害福祉サービスから介護サービス への移行について は、 地域  

包括支援センター 及び障害者基幹相 談支援センター 連 絡会で協議  

し、本人の生活の 質を 確保しながら 円滑な移行への支 援を行って  

おります。社会資 源の整理及び共生 型サービスについ て は、今後  

も検討を行ってま いります。  

○災害時の視覚障 害者 や聴覚障害者 への情報伝達や誘 導 システムの整

備をお願いしたい 。  

  ⇒聴覚障害のある方には、防災無 線の緊急情報が字 幕で流れる機  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵  障害福祉計画・障害児福祉計画の進捗状況について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

器の貸与や NET119（音声による 119番通報が困難な聴覚 ・言語機  

能障害のある方が 円滑に消防への通 報を 行えるように するシステ  

ム）等による災害 時の情報発信や緊 急時の連絡体制を 周知してい  

ます。  

   ま た、 災害 時の 誘導 に関 して は各 自治 会で 要援 護者 支援 体制に

つい て検 討い ただ き 、 防災 時の 訪問 、連 絡支 援体 制に つい て整備

いただいておりま す。  

 

【意見】  

○通所支援事業所 が増えて居場所づ くりが出来かけて いる。  

○障害者移動支援 が減少しているの は 新型コロナウイ ルス感染症の影

響としているが、 介護タクシーの増 設にふれてほしい 。  

○市内のグループ ホーム が開設し、 現在満床と聞 いた 。多くの方が待

たれていたのだと 感じた。  

○地 域生 活を 支援 する 障害 者グ ルー プホ ーム の開 設が 実現 し、 障害の

ある 人や 保護 者の 将来 の不 安や 「親 なき 後」 を見 据え た 「 安心 して生

活が 営め るこ と」 等の 長年 の思 いが 形に なっ たと 評価 する 。こ れから

もグループホーム が 増えていくよう 期待する。  

○新型コロナウイ ルス感染症の影響 があり、 訪問系サ ービス、 日中活

動系サービスとも に実績が少なくな っている。 それで も、かなりの利

用者があり、感染 症予防に配慮しな がら事業継続をさ れた 各施設の方

の御苦労が伺える 。  

○障 害の ある 方か らす ると 、就 労移 行や 就労 定着 があ るか では なく、

就職へつながる道 筋や就職後の支援 があるかどうかだ と思う。  

市内 には 就職 へ送 り出 すＢ 型や 職場 適応 援助 者が おり 、北 播磨 障害

者就 業・ 生活 支援 セン ター と連 携し た道 筋や 定着 支援 の形 がで きてい

る。  

【質問等】  

○Ｐ 21の 西脇 市の 障害 者雇 用で 、人 数だ けで なく 雇用 率も 記載 しては

どうか。  

  ⇒次回報告より記載していきたい と思います。  

○ヤングケアラー の実態についてど れほど把握されて いますか。  

  ⇒令和３年４月に実施された兵庫 県の実態調査から 、本人がヤン  

グケアラーである という認識を持っ て いる方は１割程 度しかいな  

いこと、また生活 への 影響は深刻で あること、多くの 悩みを抱 え  

ている状況にある ことが報告されて います。今後は早 期発見・ 把  

握や必要な支援へ のつなぎ、普及啓 発等支援体制構築 への 取組が  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶  障害者基幹相談支援センター事業報告について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷  その他（御意見及び御質問）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重要だと考えてお ります。  

○手話奉仕員養成 研修事業について 、 令和２年度の実 績が急激に 減っ  

たのはなぜでしょ うか。奉仕員とな ると レベルが高く 、手話 サークル  

の人達では難しい のでしょうか。  

⇒奉仕員養成は、手話を初めて学ぶ方 向けの入門課程と 、入門課程  

を終了後に引続き 手話を学びたい人 向けの基礎課程 に なります。     

令和２年度は、新 型コロナウイルス 感染症拡大防止の 観点から両事  

業とも実施が出来 なかったため、実 績が０となってお ります 。  

 

【意見】  

○専門連絡会が次 々とできており、 好ましい。  

○相 談内 容は 多岐 に渡 って おり 、特 に精 神障 害の 人の 相談 が多 い。相

談員 は、 当事 者の 話を 聞く のは もち ろん 、そ の方 をと りま く支 援者や

事業 所な どと の連 携を 図る 重要 や役 目を 担っ てお られ るの で御 苦労が

おありかと思う。  

○子 ども 支援 連絡 会は 、今 後も ぜひ 充実 させ て、 子ど もた ちや 保護者

の安心・安定した 就業につなげてい ただきたい。  

○圏域就労支援部 会との橋渡しをし て頂いている。  

 高 次脳 機能 障害 や難 病、 若年 性認 知症 など 就労 支援 を求 める 方は広

がり、就労に生活 面の支援を付けて おく人が増えてい る。  

 健 康、 安心 な生 活が あっ てこ その 就労 なの で、 今後 もお 互い が相談

しやすい関係を続 けていきたい。  

【意見】  

○新 型コ ロナ ウイ ルス 感染 症が 拡大 し、 普段 の生 活も まま なら なくな

って 不安 定な 生活 が続 いて いま す。 一般 の方 より も 環 境の 変化 に敏感

で、 当た り前 の 生 活が 出来 ずに 困っ てお られ る障 害の ある 人や ご家族

が平穏な日々に戻 れることを願って いる。  

○就 労支 援の 後々 まで 追跡 調査 が必 要。 長く 就労 でき るよ うに 指導支

援がいると思う。  

 

 【質問等】  

○ 成年 後 見 人 制度 に つい て い ろ いろ な 問題 も 聞 か れる 。 今一 度 見 直 し

や課題の整理が必 要では。  

  ⇒本人の尊厳確保や自己決定支援 等 権利擁護の支援 を中心とし、  

成年後見人制度の 課題について検討 を進めたいと考え ます。  



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○災 害時 、避 難所 が開 設、 運営 され ます が、 開設 、運 営に 当た る方々

の障がい児、者へ の理解は進んでい るのでしょうか。  

  ⇒令 和元 年度 に自 治会 に対 し、 要援 護者 支援 体制 の強 化と して、

地区 防災 計画 にお ける 要援 護者 名簿 の整 備や 要援 護者 支援 班の設

置、個別避難計画 ※ の作成について周 知を図ってきまし た。  

ま た 、 自 治 会 や 高 齢 者 や 障 害 の あ る 人 等 へ 関 わ る 福 祉 専 門 職 か

ら 個 別 避 難 計 画 の 作 成 が 必 要 な 要 援 護 者 を 把 握 い た だ き 、 市 に

連 絡 を い た だ く よ う 依 頼 し て お り ま す が 、 個 別 避 難 計 画 作 成 件

数は少ない状況で す。  

令 和 ３ 年 度 に お い て は 、 災 害 対 策 基 本 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法

律 に よ り 市 の 個 別 避 難 計 画 作 成 に つ い て 積 極 的 に 関 与 し て い く

こ と と な り 、 個 別 避 難 計 画 の 対 象 者 の 選 定 及 び 作 成 に お い て

は 、 国 の 取 組 指 針 を 参 考 に 、 優 先 順 位 の 高 い 人 を 抽 出 し 、 作 成

を行っております 。  

今 後 は 、 対 象 者 へ の 積 極 的 な 個 別 避 難 計 画 作 成 支 援 を 行 う と と

も に 、 災 害 時 の 福 祉 避 難 所 で の 合 理 的 配 慮 や 連 携 に つ い て 、 関

係各課で協議を進 めていきたいと考 えております。  

※ 個 別 避 難 計 画 … 高 齢 者 や 障 害 の あ る 人 等 、 災 害 発 生 時 ま た は 災 害 が 発 生 す る 恐

れ が あ る 場 合 に 特 別 な 避 難 支 援 を 要 す る 要 援 護 者 に つ い て 、 災 害 発 生 時 の 情 報 伝

達 か ら 避 難 所 等 へ の 誘 導 ま で の 一 連 の 活 動 を 想 定 し た 具 体 的 な 計 画  

○ある講座に聴覚 障害者が申込みに 行ったら、 手話通 訳・要約筆記の  

対応 はで きな いと 言わ れた 。社 会福 祉課 より 手話 通訳 者 ・ 要約 筆記者

派遣 制度 につ いて 説明 をす るこ とで 理解 して もら えた が、 障害 者 への

合理 的配 慮の こと を 全 く知 らな いと いう こと に 呆 れた 。こ のよ うなと

ころへの研修等は だれが 実施してい るのか。  

  ⇒令和６年６ 月までに、障害の ある方への合理的 配慮 の提供を民  

間の事業者にも義 務付ける、障害者 差別解消法の改正 が昨年成立  

しました。それに より、民間の事業 所において合理的 配慮 の提供  

が推進されるよう 期待するとともに 、市においても 障 害者差別解  

消法啓発事業とし て 広く周知を図っ てまいりたいと思 います 。  

この度の件につき ましては、 民間の 事業者ではありま すが、 関係  

する部署から障害 のある方への合理 的配慮について 、 説明をして  

いただけるよう調 整しております。  


